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1. The Renaissance 1485-1649
ルネサンスとは「再生」という意味で、１５世紀に（１）で始まった。１６世紀後半、英国がヨーロッパで最も強力な国になるにつれ、新世界が発見され、新しいものの見方や考え方が展開してゆく。また、英国では、宗教・政治上の重要な変化があり、ヘンリー８世が自ら（２）の長となり、教会と国家とを統合した。そこでは王もしくは女王が神に最も近い人間とされた。ヘンリー８世の娘、エリザベス女王は、1558年から1603年の黄金時代の象徴的存在である。英国の敵、とりわけスペインは撃退され、英国は世界の海を支配し、「新世界」から様々な貴重品を英国にもたらすことになる。ルネサンスは近代世界の始まりであり、ロンドンは英国の首都のみならず既存の世界の第一の都となった。英語は、シェイクスピアなどの作家の手で近代言語となり、印刷術の発明によって、ありとあらゆる書き物が字の読める人に開かれるとともに、様々な書きものの形式が発展した。この時代のもっとも重要な表現形式は演劇であり、ルネサンスはシェイクスピアの時代、英国演劇の黄金時代であった。
William Shakespeare (1564-1616)
Hamletはシェイクスピアの劇で最もよく知られる劇となった。主人公は我々にお馴染みの様々な問題に直面する。それらの問題は王子の問題であるのみならず、その多くは近代世界に生きる個々人が往々にして直面しなければならない問題なのである。最後にハムレットは自分自身の死の問題に直面するが、新しい非カトリック的な世界では宗教はかつてのように助けにはなってくれない。シェイクスピアは、1590年の最初の作品、Henry IVとThe Comedy of Errorsから最後の作品、The Tempest (1611) と　Henry VIII (1613) に至るまで、絶えず様々なスタイル、技巧、テーマを追求した。シェイクスピアの劇の多くは史劇であり、そのタイトルは英国王の名前を取って、Henry IV、Henry V、Henry VI、Henry VIIIなどとなっており、それぞれの史劇では人間としての国王が描かれている。また、Richard II、Richard IIIなどは、史劇というより悲劇に近いものとなっており、古代ローマの歴史を題材にした、Titus Andronicus、Julius Caesar、Antony and Cleopatraでも歴史と悲劇とが結び付けられている。
（Soliloquies and Structure）
シェイクスピアの劇ではしばしば ”Soliloquy” （独白）を用いて登場人物の考えが聴衆に伝えられる。
（Tragedies）
シェイクスピアの偉大な悲劇の殆どは1598年から1607年までに書かれている。恋愛悲劇としてもっとも有名な（３）はシェイクスピアの初期の悲劇である。一般に「４大悲劇」と呼ばれるシェイクスピアの最も有名な悲劇は、Hamlet、Othello、King Learと（４）である。
（Comedies）
宇宙の調和の問題もシェイクスピアの喜劇の重要なテーマである。悲劇では調和が失われ、最後は主人公が死ぬ。一方喜劇では世界の調和が脅かされ、揺さぶられるが最後はハッピーエンドに終わる。しかし喜劇のテーマも悲劇同様に深刻なものである。初期の、The Comedy of Errors、The Taming of the Shrew、その後のA Midsummer Night’s Dream、The Merchant of Venice、円熟期の、All’s Well That’s End Well、Measure for Measure、Twelfth Nightなど優れた作品が数多く書かれている。
（Final Plays）
シェイクスピアの最後の劇は一般に「ロマンス劇」と呼ばれ、定義が難しく、そのうちのいくつかは深刻な喜劇もしくは問題劇と考えられている。その中で最も完成された劇は（５）である。
